
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日 時：201２年 10 月２７日（土）～２８日（日） 
会 場： 新大阪ワシントンホテルプラザ  
住 所：大阪市淀川区西中島 5 丁目５－１５ 

TEL ：０６－６３０３－８１１１ 

URL ： http://shinosaka.washington.jp/ 
 
講 演：『福島原発事故後の日本～エネルギー政策～ 
     これからの医療・医学生に期待すること（仮）』 
講 師：吉井 英勝氏 （衆議員議員） 
内 容： 医師講演、SGD 

吉井 英勝 （よしい ひでかつ） 

1942年生まれ。京都大学工学部原子核工学科卒。衆院議員、日本共産党環境・エネル

ギー・原発問題委員長。堺市議、大阪府議、参院議員を経て、90年衆院初当選。現在7

期目。現役の国会議員では唯一の原子核工学科卒で、原発問題の専門家としても知ら

れている。原子力発電所に関して以前からたびたび危険性を指摘しており、2011年に

発生した福島第一原子力発電所事故で現実のものとなり、各方面から注目されている。 

著書に『原発抜き・地域再生の温暖化対策へ』『震災復興の論点』など多数。 

TV出演『報道ステーション』『みのもんたの朝ズバッ！』『サンデーフロントライン』

『日曜討論』『モーニングバード』など多数。 

タイムテーブル （予定） 

＜1日目＞ 

13:00 受付開始 

14:00 開会・全体会 

15:00 学習講演（吉井英勝議員） 

16:30 グループ・ディスカッション 

19:00 夕食交流会 

21:00 交流会 

＜2日目＞ 

09:00 総括 

11:30 全体会 

12:30 終了 

2011年 5月 20日、自由報道協

会主催会見での吉井氏 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E5%B3%B6%E7%AC%AC%E4%B8%80%E5%8E%9F%E5%AD%90%E5%8A%9B%E7%99%BA%E9%9B%BB%E6%89%80%E4%BA%8B%E6%95%85


医学生の『つどい』とは、毎年８月のお盆明けに 2 泊 3 日で医学生約 200 人(医師や看護師など
含めて 400 名規模)が学び、語り、交流する企画です。自分が将来どういう医師になりたいか、い
ま日本ではどのようなことが起こっているのか、全国の医学生は何を考えているのかなど、様々な
興味、関心をもとにじっくり学習と討論をし、そしておおいに交流しています。 
『つどい』は、夏の本番までに 5 回の実行委員会を重ねて、学生主体で作りあげる『まなび』の場
です！学習テーマや、目標を実行委員会で議論して、参加した学生で作り上げていく企画です！ 
医学生であれば、学年を問わずどなたでもご参加いただけます。 
各実行委員会の参加者は全体で 100 名程です！  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お申込みはこちらまで☆ 

兵庫県民主医療機関連合会 〒650‐0047 神戸市中央区港島南町 5-3-7 

TEL 078-303-7351   URL : http://www.hyogo-min.com/ 

E-mail : igakusei@hyogo-min.com  

医学生の参加費・交通費は無料！「医学生のつどい参加希望」とお申込みください！！ 

『福島第 1原発事故は二重の人災だった 日本共産党・吉井英勝衆院議員に聞く』J-CASTニュースより一部抜粋 

（http://www.j-cast.com/2011/04/23093925.html?p=all） 

地震と津波は自然現象ですが、原発がどうなるかについては、2004 年のスマトラ沖地震後の大津波を踏まえて、05～06 年頃から、問題

意識を持っていました。日本は地震国なので、最初に大地震について問題にしました。新潟の柏崎刈羽原発も 2007 年の新潟県中越沖地

震で大変な被害を受けています。地震発生時に、機器が健全な形で存在しうるかどうかという点が、大きい。しかし同時に、仮に健全で、

（原子炉の）停止がうまくいったとしても、冷却しないといけない。そのためには、冷却系のポンプが働かないといけない。ポンプが動

くためには、誰がどう考えても電源が必要です。10年 5月の衆院経済産業委員会では、内部電源も外部電源も失われた時に機器冷却系が

働かなくなり、まさに今回起こったような炉心溶融が起こるリスクを指摘していました。冷却できず温度がどんどん上がり、液面が下が

る。そして炉心が露出する。冷やされずに溶けてしまう。いわゆる「空だき状態」で、「メルトダウン」「バーンアウト」といった言い方

もします。そういう状況になるリスクを指摘してきたんです。でも、10年 5月時点での政府側の答弁は「論理的にはあり得るが、現実的

にはない」というものでした。これまで、「原発は大丈夫」だとされていた根拠は、「日本の原発はバックアップシステムを持っている」

という点です。「多重防護、深層防護で、何重にも安全装置を置いている」というのが売り文句だった。外部・内部ともに電源が使えな

くても、バッテリーを使って 7～8 時間で立ち直れるという発想でした。「同じ原発の敷地内に、電源装置を複数設けてあるので、1 か所

が使えなくなっても他から融通するから大丈夫」という説明もされていました。ところが、今回の津波では、これらがみんなダメになっ

てしまった。しかし、こんなことは分かりきった話で、私はそれを指摘していたに過ぎません。 

新大阪ワシントンホテルプラザ  

JR 新大阪駅 1 階正面口を出て 

徒歩５分 

 

島原原発の調査 

2012 年 6 月 5 日 

報道ステーション 

兵庫民医連 医学生  で検索 

http://www.hyogo-min.com/
mailto:igakusei@hyogo-min.com
http://www.j-cast.com/2011/04/23093925.html?p=all

